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吉里勝利（広島大学副学長・大学院理学研究科教授/前広島県地域結集型共同研究事業研究統括）

吉里勝利広島大学副学長は、（独）科学技術振興機構のプロジェクトにおいて、創造科学技

術推進事業「吉里再生機構プロジェクト」（1992年～97年）の総括責任者、続けて、地

域結集型共同研究事業「再生能を有する人工組織の開発」（97年～2003年）の研究統括

と10年間にわたり広島の地で組織再生研究に取り組んできており、マウスにヒトの肝臓を

つくらせるキメラマウスの技術や脱毛症治療のための毛髪再生技術など数多くの成果を生

み出してきました。現在では、その技術を産業へと結びつけるために研究開発を継続して

おり、文部科学省知的クラスター創成事業「広島中央バイオクラスター」、研究成果活用

プラザ広島などで中心的な研究者として活躍をされている吉里副学長より、広島県におけ

る再生医療研究等の取り組みについてご講演をしていただきます。

加藤郁之進（タカラバイオ株式会社 代表取締役社長）

タカラバイオ株式会社は、旧宝酒造株式会社バイオ事業部門が分社化し、2002年4月に

発足しました。タカラバイオは、遺伝子工学研究、遺伝子医療、医食品バイオの３つの分

野について事業展開しています。遺伝子医療分野において、米国インディアナ大学医学部

と共同でレトロネクチン®を用いた遺伝子導入法を開発し、それまで難しいとされてきた
造血幹細胞等の血液系細胞へのレトロウィルスベクターによる高効率遺伝子導入を可能に

しました。このレトロネクチン®を用いた遺伝子治療の臨床研究は既に世界の34施設で進
められており、レトロネクチン®はレトロウィルスベクターを用いた遺伝子治療のスタン
ダードとなりつつあります。今回は、タカラバイオ株式会社　加藤社長より遺伝子医療な

どの取組についてご講演をしていただきます。
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独立行政法人科学技術振興機構

座　　　長：吉里勝利（広島大学副学長・大学院理学研究科教授／前広島県地域結集型共同研究事業研究統括）　

パネリスト：興　直孝（広島大学副学長）

　　　　　　押村光雄（鳥取大学大学院医学系研究科機能再生医科学専攻長）

　　　　　　中島義雄（ナカシマプロペラ（株）常務取締役技術本部長）

　　　　　　福嶋　久（（株）ワンセル 代表取締役）

　　　　　　好満芳邦（財団法人ひろしま産業振興機構 常務理事 兼 技術振興部長）

1.「人工無重力環境を使った幹
細胞高密度培養技術の開発
と再生医療への応用」
発表者：弓削　類（広島大学大学院
保健学研究科 助教授）

2.「機能再生医療を目指して」
発表者：押村光雄（鳥取大学大学院
医学系研究科機能再生医科学専攻長）

3.「超増幅した間葉系幹細胞を
用いて骨・軟骨・歯周組織
の再建を目指す」
発表者：加藤幸夫（広島大学大学院
医歯薬学総合研究科 教授）

4.「心臓血管外科領域における
再生医療の現況と展望」
発表者：濱野公一（山口大学医学部器
官制御医科学講座（第一外科）教授）

1.「生体人工修復への取り組み」
発表者：波多野正義（中村ブレイス
株式会社 メディカルアート研究所 常務 
義肢装具士）

2.「産学官連携によるメディカル
事業の立ち上げ」
発表者：中島義雄（ナカシマプロペラ（株）
常務取締役 技術本部長）

3.「医用材料の生体親和性の制御
－金属チタン及びその酸化物」
発表者：尾坂明義（岡山大学工学部
生物機能工学科 教授）

4.「ハイブリッド型人工肝、人工膵
の開発」
発表者：田中紀章（岡山大学大学院 
医歯学総合研究科消化器・腫瘍外科学 教授）

1.「アトピー性皮膚炎の原因と
発症予防対策のためのヘル
スケア戦略」

発表者：秀　道広（広島大学大学院
医歯薬学総合研究科（皮膚科学） 教授）

2.「醸造副産物の応用－そのバイオ
サイエンスをヘルスケアへ－」
発表者：杉山政則（広島大学大学院
医歯薬学総合研究科 創生医科学専攻
遺伝子制御科学研究室 教授）

3.「トンガ産天然もずくの有効
成分について」

発表者：大石一二三（タングルウッド（株）
代表取締役）

4.「わが社のヘルスケア研究に
ついて－ニンニク研究を中心に－」
発表者：山口啓之（湧永製薬株式会社 
ヘルスケア研究所 所長）

鳥取大学大学院医学系研究科機能再生医科学専攻長

広島大学大学院医歯薬学総合研
究科（皮膚科学）　教授

広島大学大学院医歯薬学
総合研究科　創生医科学
専攻　
　遺伝子制御科学研究室
　教授

挨拶：広島バイオクラスター知的クラスター本部交流会


